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山
本
有
三
の〈
歴
史
も
の
〉 

　
山
本
有
三［
1
8
8
7
―
1
9
7
4
］
は
、
大
正
10

（
1
9
2
1
）
年
の「
坂
崎
出
羽
守
」
を
皮
切
り
に
、「
同

志
の
人
び
と
」（
大
正
12
年
）、「
嘉
門
と
七
郎
右
衛
門
」

（
大
正
15
年
）、「
西
郷
と
大
久
保
」（
昭
和
2
年
）、「
ふ

し
ゃ
く
し
ん
み
ょ
う
」（
昭
和
9
年
）
と
い
っ
た
歴
史
上

の
武
士
を
題
材
と
し
た
作
品
を
数
多
く
執
筆
し
て
い

ま
す
。

　
大
正
期
の
文
壇
で
は
、
森
鷗
外
が「
歴
史
其
儘
と
歴

史
離
れ
」（
大
正
4
年
）に
お
い
て
歴
史
小
説
観
に
言
及

し
た
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
史
劇
・
歴
史
小
説
を
め

ぐ
る
言
説
が
盛
ん
で
し
た
。
実
作
に
お
い
て
も
、
歴
史

上
の
人
物
や
出
来
事
を
新
た
な
解
釈
に
よ
っ
て
捉
え
直

し
、
近
代
的
な
テ
ー
マ
を
表
そ
う
と
す
る
作
品
が
、
芥
川

龍
之
介
や
菊
池
寛
な
ど
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。
有
三
の〈
歴
史
も
の
〉も
、
こ
う
し
た
文
壇
の
動
向

を
背
景
に
執
筆
さ
れ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　
歴
史
を
題
材
と
す
る
う
え
で
、
有
三
は
史
実
と
の
整
合

性
よ
り
も
、
人
間
性
の
表
現
を
重
要
視
し
ま
し
た
。
膨
大

な
史
料
を
紐
解
き
、
綿
密
な
調
査
を
行
う
だ
け
で
な
く
、

時
に
大
胆
な
創
作
を
加
え
て
武
士
た
ち
の
葛
藤
を
生
々
し

く
描
き
出
し
ま
し
た
。

　
有
三
は
、
創
作
に
お
い
て
は
題
材
を
「
何
も
か
も
す
っ
か

り
自
分
の
も
の
に
し
て
し
ま
っ
て
、
そ
れ
を
自
分
の
腹
の

中
で
煮
立
て
て
、
蒸
発
さ
せ
」
*¹
る
こ
と
を
念
と
し
て
い

ま
し
た
。「
坂
崎
出
羽
守
」で
は
、「
坂
崎
の
中
に
自
分
を

見
出
す
と
共
に
、
自
分
を
坂
崎
の
中
に
投
げ
か
け
た
」
*²

と
ま
で
述
懐
し
て
い
ま
す
。
作
中
の
武
士
た
ち
の
心
情
に

は
、
有
三
自
身
の
内
面
を
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

 

深
化
す
る
作
家
の
人
生
観
を
見
る 

　
有
三
作
品
の
武
士
た
ち
は
、い
ず
れ
も
抜
き
差
し
な
ら

ぬ
人
生
の
難
局
に
直
面
し
、
武
士
と
し
て
の
立
場
と
、一
人

の
人
間
と
し
て
の
心
情
の
せ
め
ぎ
合
い
に
懊お
う

悩の
う

し
て
い
ま

す
。
葛
藤
の
末
に
彼
等
が
選
択
す
る
道
筋
は
、
時
代
と
と

も
に
、「
死
」か
ら「
生
」を
志
向
す
る
も
の
へ
と
変
容
を
遂

げ
て
い
き
ま
す
。

　
有
三
の〈
歴
史
も
の
〉の
第
一
作
で
あ
る「
坂
崎
出
羽
守
」

で
は
、
主
人
公
の
坂
崎
直
盛
は
、
家
康
に
約
束
を
違
え
ら

れ
た
無
念
さ
に
耐
え
か
ね
て
暴
挙
に
及
ん
だ
末
、「
乱
心
も

の
と
し
て
助
か
る
よ
り
は
、
正
気
の
人
と
し
て
死
ん
だ
ほ

う
が
、
こ
こ
ち
よ
い
」
*³
と
切
腹
を
選
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、そ
の
6
年
後
に
発
表
さ
れ
た「
西
郷
と
大
久
保
」で
は
、

自
分
の
命
の
捨
て
場
所
と
し
て
朝
鮮
出
兵
を
望
む
西
郷
隆

盛
と
、
そ
の
心
情
に
理
解
を
示
し
つ
つ
も
国
家
の
大
局
の

た
め
死
に
追
い
や
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
、
厳
し
く
西
郷

を
退
け
る
大
久
保
利
通
を
描
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
7
年

後
の「
ふ
し
ゃ
く
し
ん
み
ょ
う
」で
は
、
武
士
と
し
て
の
矜

持
か
ら
決
断
し
た
決
死
の
城
攻
め
が
失
敗
に
終
わ
り
、
多

数
の
犠
牲
を
出
し
た
こ
と
を
悔
や
み
な
が
ら
、
命
を
捨
て

る
こ
と
と
、
命
を
惜
し
ま
ぬ
こ
と
の
違
い
を
痛
感
し
、「
惜

身
命
」の
境
地
に
向
き
合
う
石
谷
十
蔵
を
描
い
て
い
ま
す
。

　
有
三
は
、
戦
後
の
随
筆「
竹
」（
昭
和
21
年
）の
な
か
で
、

武
士
が
桜
に
喩
え
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
散
り
ぎ
わ
の
潔
さ

が
、
生
命
よ
り
も
名
誉
を
重
ん
じ
る
精
神
性
に
通
じ
る
た

め
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。
そ
の
武
士
に
こ
そ
、

「
死
」
に
よ
っ
て
あ
が
な
わ
れ
る
も
の
よ
り
も
、「
生
」
に

よ
っ
て
活
か
さ
れ
る
も
の
を
選
び
取
ら
せ
て
い
っ
た
こ
と

に
、
己
の
一
生
を
い
か
に
活
か
す
べ
き
か
に
思
い
を
巡
ら
せ

る
有
三
の
、
人
生
観
の
深
ま
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

＊
1
…
「
芸
術
は「
あ
ら
わ
れ
」な
り
」（
大
正
10
年
5
月
）

＊
2
…
「「
坂
崎
出
羽
守
」と
悲
劇
の
主
人
公
」（
大
正
10
年
9
月
）

＊
3
…
「
坂
崎
出
羽
守
」（
大
正
10
年
9
月
）

　�

（
文
芸
企
画
員
・
学
芸
員
　
三
浦
穂
高
）

第  2 7  号
2023年9月

開館時間：午前 9時 30分〜午後 5時
休 館 日：�月曜日及び年末年始（12/29 〜 1/4）� �

月曜日が祝日の場合は開館し、翌日と翌々日を休館
入 館 料：‌�300 円（20名以上の団体 200円）  年間パスポート 1,000 円� �

●�中学生以下、障害者手帳持参の方とその介助者、校外学習の高校生以下と
引率教諭、「東京・ミュージアムぐるっとパス 2023」利用者は無料�

アクセス：‌�JR 中央線「三鷹駅」南口より徒歩 12分、� �
JR 中央線・京王井の頭線「吉祥寺駅」南口（公園口）より徒歩 20分� �
三鷹駅南口よりみたかシティバス「むらさき橋」下車徒歩 2分� �
吉祥寺駅南口より小田急バス「万助橋」下車徒歩 5分

〒 181-0013 東京都三鷹市下連雀 2-12-27
TEL：0422-42-6233
URL：https://mitaka-sportsandculture.or.jp/yuzo/

過去の企画展館報をホームページで公開しています。

土・日・祝日の午後1時から4時まで、展示や建物の解説を行っています。
事前申込は不要です。お気軽に声をおかけください。

事業
報告

ガイドボランティア

@BungeiMitaka

吉野源三郎のために書かれた「ふしゃくしんみょう」
　実在の武士・石谷十蔵を主人公とした「ふしゃくしんみょう」。武士として
「常づねいのちを惜しんでこそ、一大事の場あいに、はじめて不惜身命の働き
ができる」という教えに真摯に向き合おうとする主人公を描いた本作は、〈歴
史もの〉の妙手である有三の魅力が存分に発揮された作品と言えます。
　実はこの作品は、岩波新書の創刊に携わり、「君たちはどう生きるか」の著者
としても知られる吉野源三郎のために有三が書いたものです。昭和6（1931）
年、左翼へのシンパ活動が治安維持法に抵触し、逮捕された吉野は、1年半の
入獄生活中、心身の疲労から自殺を計りました。その知らせを聞いた有三は

「ふしゃくしんみょう」を執筆し、出獄後の吉野に贈ったのです。

　「不惜身命」も、山本さんは私に、「君のために書いたのだ」といわれた。危く死ぬはずのところを助かって出獄し
て来た私に、山本さんは、不惜身命と書いた指物を背に常に勇猛果敢に戦って来た石谷十蔵が、後年、「惜身命」の
境地を悟った話を書いて贈って下さったのである。
� （山本有三全集　第10巻付録　吉野源三郎「山本さんと私」　新潮社　昭和52年）

　命を捨てるよりもなお難しいことがあると十蔵に思い至らせた「惜身命」の境地。未来ある青年へ向けた、有三の
切々とした想いが伝わってきます。

　四季折々の姿を見せる山本有三記念館をあなただけのタッチで描いてみませんか。コンテスト終了後、受賞作品は�  
山本有三記念館で展示します。有三記念公園は入場無料です。お気軽にスケッチにお越しください!

募 集 期 間：令和5年10月1日（日）〜12月28日（木）
コンテスト：令和6年1月20日（土）〜1月28日（日）	会場：三鷹市公会堂さんさん館2階展示室
受賞作品展示：令和6年2月6日（火）〜3月10日（日）	 会場：三鷹市山本有三記念館
※応募詳細につきましては、当記念館までお問合せいただくか、ホームページをご覧ください。

　去る5月12日・13日、朗読家の野田
香苗さんとヴァイオリン奏者の中村千
鶴さんをお招きし、春の朗読コンサート
を開催しました。野田さんの朗読による
山本有三の小品「兄弟」、「ウミヒコ・ヤ
マヒコについて」と、中村さんの演奏に
よるバッハ「プレリュード」、イザイ「バラード」のほか、お二人のコ
ラボレーションによる戦後の随筆「「銀河」のはじめに」を披露して
いただきました。来場者からは「すごく近い距離で朗読と演奏を聴
くことができ、心が洗われた」などの声が多数寄せられました。

　このたびの企画展開催に合わせ、『波』『女の一生』『生
命の冠　坂崎出羽守』に続く三鷹市山本有三記念館文
庫の第4弾、『ふしゃくしんみょう　米百俵』を刊行し
ました。武士を題材とした「同志の人びと」、「嘉門と七
郎右衛門」、「西郷と大久保」、「ふしゃくしんみょう」、

「米百俵」の5作品を収録した読み応えのある一冊です。
企画展にあわせて、この文庫で有三の〈歴史もの〉の世
界をよりお楽しみいただけます。
　　　 750円（税込）
　　　 �山本有三記念館受付�  

公益財団法人三鷹市スポーツと文化財団通販ストア

第9回  三鷹市山本有三記念館スケッチコンテスト作品募集

新刊のご案内5月 第14回 春の朗読コンサート

「キング」第10巻第1号（昭和9年1月）

コラム

会
期：令
和
5
年
9
月
16
日（
土
）

〜
令
和
6
年
3
月
10
日（
日
）

武
士
武
士
た
ち
た
ち

有
三
有
三
のの
描
い
た
描
い
た

もののふもののふ

価 格

販 売
場 所
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②
圓
玉

：�

坂
崎
が
城
の
奥
深
く
進
む
と
姫
が
念
仏
を
唱
え
、
侍
女

四
五
人
が
控
え
る
。
自
害
す
る
と
い
う
の
を
引
抱
え
、

侍
女
を
蹴
倒
し
て
馬
に
乗
せ
る
。
自
身
の
兜
で
千
姫
の

頭
を
蔽
い
、
桜
門
を
過
ぎ
よ
う
と
し
た
が
そ
の
屋
根
が

焼
け
崩
れ
て
、
銅
の
瓦
で
右
頬
を
火
傷
。�

③
有
三

：�

奥
殿
の
場
面
は
な
く
、
坂
崎
が「
顔
面
に
火
傷
を
負
ひ

乍
ら
千
姫
を
肩
に
か
つ
い
で
出
て
来
る
」（
第
一
幕
第

二
場
、
の
ち
削
除
）

  

坂
崎
の
最
期

①
伯
圓

：�

千
姫
が
坂
崎
を
拒
否
。
坂
崎
は
籠
城
し
て
将
軍
を
相
手

に
戦
う
と
い
う
。
説
得
に
行
っ
た
柳
生
但
馬
守
が
翻
意

せ
ぬ
坂
崎
を
斬
る
。
そ
の
後
千
姫
は
本
多
出
雲
守
忠
知

を
見
そ
め
て
嫁
ぐ
。

②
圓
玉

：�

千
姫
が
坂
崎
を
拒
否
。
菊
見
の
宴
で
本
多
中
務
大
輔
忠

刻
を
見
そ
め
、
嫁
ぐ
こ
と
に
。
坂
崎
は
千
姫
を
奪
い
、

刺
殺
し
て
自
殺
す
る
と
い
う
。
柳
生
但
馬
守
が
上
使
と

し
て
説
得
に
当
た
る
が
断
ら
れ
、
将
軍
が
討
手
を
向
け

よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
、
本
多
上
野
介
が
と
り
な
し
、
坂

崎
の
家
老
二
人
に
、
主
人
に
自
殺
を
勧
め
ろ
と
い
う
。

二
家
老
は
主
人
が
泥
酔
し
眠
っ
て
い
る
す
き
に
殺
害
。

自
殺
の
体
で
申
出
よ
う
と
す
る
が
、
討
手
が
押
し
寄

せ
、
主
殺
し
の
罪
で
斬
首
に
処
さ
れ
た
。
す
べ
て
は
本

多
上
野
介
の
策
略
。

③
有
三

：�

千
姫
は
坂
崎
を
拒
否
し
本
多
平
八
郎
忠
刻
に
嫁
ぐ
。
輿

入
れ
の
日
、
坂
崎
は
柳
生
但
馬
守
の
説
得
に
よ
り「
思

切
つ
て
辛
抱
」
す
る
が
、
酔
っ
て
輿
入
れ
の
提
灯
を
見

る
う
ち
、
槍
を
と
っ
て
行
列
に
乱
入
。「
余
は
乱
心
者
と

な
つ
て
助
か
る
よ
り
は
正
気
の
人
と
し
て
死
ん
だ
方
が

心
地
よ
い
」と
切
腹
の
用
意
を
し
、
幕（
初
出
よ
り
）。

　
有
三
は
先
の「
反
駁
状
」で
、「
多
く
の
伝
説
の
略ほ
ぼ

一
致
し
て
ゐ
る

所
」と
し
て
以
下
の
三
点
を
挙
げ
る
。

（
1
）�千
姫
を
救
ひ
出
し
た
者
に
は
姫
を
妻
に
や
る
と
家
康
が
約
束

し
た
事

（
2
）�出
羽
が
姫
を
救
ひ
出
し
た
が
、
姫
は
出
羽
を
嫌
つ
て
本
多
に

嫁
入
り
し
た
事

（
3
）�出
羽
は
そ
れ
を
怒
つ
て
謀
反
し
よ
う
と
し
家
臣
に
殺
さ
れ
た

事（
或
は
狂
死
せ
し
と
い
ひ
、
切
腹
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
し
等
）

②
の
圓
玉
の
講
談
は
、
こ
の
三
点
に
お
お
よ
そ
一
致
し
、
有
三
の

示
す
千
姫
坂
崎
伝
説
の
要
素
は
、
講
談
の
筋
と
ほ
ぼ
重
な
る
。
そ
し

て
講
談
に
は
な
い
設
定
や
人
物
造
型
に
こ
そ
、
有
三
の
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
が
あ
る
。

な
お
有
三
が
本
作
の
材
料
に
出
会
っ
た
の
は「
も
う
七
八
年
も
前

の
こ
と
」（「
悲
劇
の
主
人
公
と
―
『
坂
崎
出
羽
守
』」〔
下
〕「
讀
賣
新

聞
」
大
正
一
〇
年
九
月
七
日
、
全
集
収
録
題「「
坂
崎
出
羽
守
」
と
悲

劇
の
主
人
公
」）
と
い
う
。
大
正
二
、三
年
頃
と
い
う
こ
と
だ
が
、
大

正
五
年
末
に
東
京
の
新
聞（「
中
外
商
業
新
報
」＝
現
在
の「
日
本
経

済
新
聞
」）
に
連
載
さ
れ
た
圓
玉
の
講
談
を
有
三
が
目
に
し
た
可
能

性
も
、
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
そ
し
て
本
作
初
演
の
翌
年
に
出
版
さ

れ
た
②
の
講
談
本
が
、
全
体
か
ら
す
れ
ば
些
末
な
一
挿
話
に
す
ぎ

な
い
千
姫
救
出
場
面
を
わ
ざ
わ
ざ
表
紙
に
し
て
い
る
の
は
、
初
演

の
評
判
を
当
て
込
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

1�「
こ
の「
坂
崎
出
羽
守
」
に
よ
っ
て
有
三
は
戯
曲
家
と
し
て
世
間
か
ら
高
い

評
価
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
日
本
近
代
文
学
大
系
第
四
一
巻『
久
保

田
万
太
郎
・
山
本
有
三
集
』
一
九
七
三
年 

角
川
書
店
、「
坂
崎
出
羽
守
」
補

注
一
、
小
島
彬
）。「
最
初
の
歴
史
劇
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
以
後
、
現
代
を

扱
っ
た
社
会
劇
を
書
か
な
く
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
重
要
な
転
機
」（
岩

波
剛「
山
本
有
三
と「
坂
崎
出
羽
守
」」講
座 

日
本
の
演
劇
5『
近
代
の
演
劇

Ⅰ
』一
九
九
七
年 

勉
誠
社
）。

2�〈
事
件
〉
に
つ
い
て
は
植
木
賢
一「
山
本
有
三
お
よ
び
文
芸
家
協
会「
著
作

権
法
中
改
正
法
律
案
」
に
お
け
る〈
ア
イ
デ
ア
と
表
現
〉
問
題
の
ゆ
く
え
」

（「
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
　
第
3
分
冊
」
二
〇
〇
八
年
二

月
）に
詳
し
い
。
天
野
広
也「「
坂
崎
出
羽
守
」」（「
解
釈
と
鑑
賞
」二
〇
〇
八

年
六
月
）
は
多
く
の
同
時
代
評
を
ふ
ま
え
て
論
じ「
多
様
な
論
点
か
ら
言
及

し
得
る
作
品
」と
す
る
。

　「
坂
崎
出
羽
守
」（
大
正
一
〇
年
九
月「
新
小
説
」、
同
月
市
村
座
初

演
）は
、
山
本
有
三
文
学
に
お
け
る
記
念
碑
的
な
作
品
と
し
て
評
価

さ
れ
る
¹ 

。
ま
た
本
作
が
有
三
に
無
断
で
映
画
化
さ
れ
た
こ
と
に

端
を
発
す
る「
坂
崎
出
羽
守
」事
件（
大
正
一
四
年
、
以
下〈
事
件
〉）

も
知
ら
れ
る
² 

。

今
回
注
目
し
た
い
の
が
、
注
1
の
岩
波
氏
が「
講
釈
に
も
な
っ
て

い
る
よ
う
に
、
素
材
は
必
ず
し
も
新
規
な
も
の
で
は
な
い
」と
述
べ

る
、講
談（
講
釈
）・
講
談
本（
講
談
を
速
記
し
た
体
裁
の
本
）で
あ
る
。

一
枚
、
二
枚
、
…
の
お
菊
さ
ん
の
怪
談
も
の
の
一
つ
と
し
て
知
ら

れ
る
講
談「
番
町
皿
屋
敷
」
に
お
い
て
、
千
姫
は
舞
台
と
な
る
吉
田

御
殿
の
女
主
人
で
、
後
に
御
殿
を
青
山
主
膳
が
拝
領
、
そ
の
下
女
が

お
菊
で
あ
る
。
有
三
も「
吉
田
御
殿
の
千
姫
は
淫
婦
の
代
表
者
で
す

が
、
此〔
本
作
の
〕
千
姫
は
少
し
理
屈
も
こ
ね
る
近
代
的
な
女
性
の

一
面
を
備
へ
て
ゐ
ま
す
」（「
東
京
朝
日
新
聞
」
大
正
一
四
年
七
月
五

日
朝
刊「
山
本
氏
の
反
駁
状
」）と
い
う
通
り
、
講
談
で
は
、
坂
崎
を

拒
み
美
男
の
大
名
本
多
に
嫁
す
が
、
夫
は
若
く
し
て
死
去
。
千
姫
改

め
天
樹
院
は
吉
田
御
殿
に
移
り
、
二
階
か
ら
見
目
よ
き
男
を
探
し

て
は
引
込
み
、
弄
ん
で
は
殺
し
て
井
戸
に
投
げ
込
ん
だ
。

こ
の
伝
説
は
当
然
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
、
江
戸
時
代
の
講
釈
師
、
馬

場
文
耕
の
実
録「
皿
屋
舗
弁
疑
録
」
に
そ
の
原
型
が
盛
込
ま
れ
、
後

世
に
影
響
し
た（
小
二
田
誠
二「
実
録
体
小
説
の
原
像
―
「
皿
屋
舗

辨
疑
録
」を
め
ぐ
っ
て
―
」日
本
文
学
協
会「
日
本
文
学
」一
九
八
七

年
一
二
月
）。
こ
の
伝
説
を
含
む
講
談
の
千
姫
坂
崎
伝
説
が
、
本
作

発
表
当
時
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
以
下
の
よ
う
に
本
作
の

同
時
代
評
か
ら
も
わ
か
る
。（
傍
線
引
用
者
）

・�「
吉
田
通
れ
ば
二
階
か
ら
ま
ね
く
、
し
か
も
鹿
の
子
の
振
袖
で
」と

い
ふ
有
名
な
俗
謡
を
残
し
た
吉
田
御
殿
の
主
人
公
、
千
姫
の
半
生

の
た
め
に
、
最
も
大
き
な
悲
劇
を
生
み
出
し
た
の
は
坂
崎
出
羽
守

成
正
で
あ
る
。（
千
葉
亀
雄「
九
月
の
雑
誌
か
ら
」「
演
藝
画
報
」大

正
一
〇
年
一
〇
月
）

・�〔
岡
村
柿
紅
の
発
言
〕講
釈
に
残
つ
て
居
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、講

釈
は
話
を
造
り
上
げ
て
し
ま
ふ
と
い
ふ
事
で
す
か
ら
…
（
五
九
頁
）

・�〔
同
右
〕
大
詰
に
、
但た

島じ
ま〔

柳
生
但
馬
守
〕
が
出
る
に
し
て
も
唐
突

で
あ
つ
た
。〔
中
略
〕講
釈
で
も
聞
い
た
人
は
、
そ
の
間
の
関
係
は

解
る
が
、（
六
二
頁
）（
以
上「
市
村
座
の『
坂
崎
出
羽
守
』
芝
居
合

評
会
」「
新
演
藝
」大
正
一
〇
年
一
〇
月
）

・�

私
は
坂
崎
出
羽
守
を
必
ず
し
も
講
談
本
に
あ
る
や
う
な
執
着
の

強
い
人
間
に
描
い
て
貰
ひ
た
い
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。（
本
間
久

雄「
史
劇
と
文
化
的
解
釈
」「
早
稲
田
文
学
」大
正
一
〇
年
一
〇
月
）

・�

是〔
坂
崎
出
羽
守
の
史
実
〕
が
人
口
に
く
わ
い
し
や
し
て
居
る
実

例
と
し
て
は
ひ
史〔
稗
史
＝
小
説
〕
講
談
の
類
枚
挙
に
い
と
ま
あ

り
ま
せ
ん
。
私
は
こ
の
類
の
書
十
数
冊
を
法
廷
に
差
出
し
て
あ
り

ま
す（
一
、
マ
テ
リ
ア
ル
）

・�

千
姫
は
吉
田
御
殿
の
口
碑
等
に
依
つ
て
も
想
像
さ
れ
得
る
性
格

（
四
、
キ
ヤ
ラ
ク
タ
ー
）（
以
上「
落
合
氏
の
公
開
状
」（〈
事
件
〉
で

映
画
脚
本
を
書
い
た
落
合
浪
雄
）「
東
京
朝
日
新
聞
」大
正
一
四
年

七
月
五
日
夕
刊（
前
四
日
夕
方
発
行
）、
こ
れ
に
反
駁
し
た
の
が

「
山
本
氏
の
反
駁
状
」）

こ
の
よ
う
に
、
同
時
代
に
お
け
る
千
姫
坂
崎
伝
説
は
、
講
談
に
拠

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
当
時
の
講
談
は
庶
民
か
ら
知
識
人
に
ま
で

親
し
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
皿
屋
敷
物
の
元
祖
と
さ
れ
る
実
録

「
皿
屋
舗
弁
疑
録
」
や
、
明
治
以
降
の
講
談
本
で
は
、
千
姫
救
出
場

面
は
省
略
か
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
本
作
の
初
出
版
で
は
、

第
一
幕
第
二
場
が
千
姫
救
出
場
面
に
あ
た
る
が
、
こ
の
場
は
後
に

省
か
れ
、『
山
本
有
三
全
集 

第
一
巻
』（
昭
和
五
一
年 

新
潮
社
）
の

本
文
に
も
入
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
初
演
時
に
は
こ
の
場
の
最
後

の
ト
書
、「
成
正
は
美
し
い
千
姫
を
肩
に
し
て
心
持
よ
さ
さ
う
に
歩

き
出
す
」と
い
う
場
面
が
注
目
さ
れ
た（
既
出「
新
演
藝
」の「
市
村

座
の『
坂
崎
出
羽
守
』芝
居
合
評
会
」）。

明
治
大
正
期
の
講
談
本
で
、
坂
崎
が
千
姫
を
自
身
で
担
い
で
城

を
出
る
様
子
や
、
そ
の
際
の
顔
の
火
傷
ま
で
、
詳
細
に
描
い
て
い
る

の
は
、
管
見
の
限
り
以
下
の
二
作
で
あ
る
。

①�

松
林
伯
圓
講
述
・
酒
井
昇
造
速
記「
小
説
／
番
町
皿
屋
敷
」
第
一

席（「
百
花
園
」
第
二
二
号 

明
治
二
三
年
三
月
）
＊
坂
崎
と
千
姫

の
話
は
第
一
席
の
み
。

②�

悟
道
軒
圓
玉
講
演
・
浪
上
儀
三
郎
編『
実
説
怪
談
／
番
町
皿
屋
敷
』

（
長
篇
講
談
第
八
四
編
、
大
正
一
一
年
七
月 

博
文
館
）
＊
初
出
連

載「
中
外
商
業
新
報
」
大
正
五
年
一
二
月
一
一
日
〜
同
六
年
六
月

一
五
日
、
坂
崎
と
千
姫
の
話
は
長
篇
講
談
本
で
は
第
一
〜
二
席

の
半
ば
、
連
載
で
は
初
日
第
一
席
〜
一
二
月
一
九
日
第
九
席
の

半
ば
に
あ
た
る（
姫
と
本
多
の
新
居
に
坂
崎
の
亡
霊
が
出
る
と
こ

ろ
ま
で
）。

②
の
圓
玉
は
①
の
伯
圓
の
弟
子
で
、
②
は
師
か
ら「
口
写
し
に
教

へ
を
受
け
」
た
も
の
と
い
う
。
し
か
し
両
者
に
は
違
い
も
あ
り
、
内

容
を
有
三
作
品
と
比
べ
つ
つ
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

  

救
出
し
た
者
に
姫
を
嫁
が
せ
る
約
束

①
伯
圓

：�

徳
川
二
代
将
軍
秀
忠（
千
姫
の
父
）が「
城
中
よ
り
姫
を

助
け
出
し
た
る
者
に
は
其
姫
を
遣
は
し
相
当
の
禄
を
も

与
へ
る
で
有
ら
う
」と
言
う
。

②
圓
玉

：�

救
出
前
は
家
康
か
ら「
重
き
賞
を
取
ら
す
」
と
の
み
。

救
出
直
後
、
家
康
が
坂
崎
に「
其
方
に
此
千
姫
を
取
ら

せ
る
」と
言
う
。

③
有
三

：�

家
康
が
坂
崎
に「
美
事
そ
の
方
が
助
け
出
し
た
ら
、
姫

は
そ
の
方
の
妻
に
と
ら
せ
る
ぞ
」と
言
う
。

  

城
内
と
姫
の
様
子
、
火
傷
の
場
面

①
伯
圓

：�

坂
崎
が
城
の
奥
殿
ま
で
入
り
、
自
害
す
る
と
言
っ
て
読

経
し
て
い
る
千
姫
を
背
負
い
、
自
身
の
甲
を
千
姫
君
に

被
ら
せ
、
中
雀
門
か
ら
出
る
際
、
そ
の
屋
根
が
焼
落
ち
、

赤
銅
の
瓦
で
顔
に
火
傷
。�
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